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ポリアミンの新合成反応開発と気孔活性植物分子の創出 

 

 

 

 

  



 

 

研究成果の概要 

本年度は以下のテーマに関して、研究を進めた。それぞれの項目に従い、説明する。 

１、長鎖ポリアミン合成 

昨年度までに確立したポリアミン誘導体の合成手法を用い、長鎖ポリアミン分子の合成を検討し

た。その結果、トリアミン誘導体を合成することが可能となった。 

２、ポリアミン官能基化 

ポリアミン分子の官能基化に向けて、光触媒を用いる官能基化手法の開発を行っている。昨年

度には環状ポリアミンのアルキル化を見つけた。本年度は、応用に向けた基質の適用範囲拡充に

関する研究を行なった。さらに、ポリアミンのアルキル化反応のジアステレオ選択性制御に向けて、

メチルピロリジンをモデル基質として、窒素上の保護基の検討を行なった。検討を行なった結果、

適切な保護基を選択することにより、ジアステレオ選択的なアルキル化が可能となった。 

３、遷移金属触媒を用いるポリアミン合成 

昨年度から取り組んでいる遷移金属触媒を用いるジアゼチジンからのイミダゾリジン合成を詳細

に検討した。基質であるジアゼチジンやカップリングパートナーであるアジリジンの適用範囲を明ら

かにした。さらに、本反応ではジアゼチジンから生じるイミンが反応活性種であることに着目し、より

広汎な基質が適用できることを明らかにした。 

４、アンモニウム塩合成 

 ポリアミンの生物活性を考えた際、対応するプロトン化体と等価なカチオン種である第四級アンモ

ニウム塩に興味がもたれた。古くから知られている分子であるが、その合成手法は限られている。ア

ルケニルアンモニウム塩の合成が難しいことに着目し、鈴木－宮浦カップリングや薗頭カップリング

を用いる置換アルケニルアンモニウム塩の合成法を開発した 1)。 

５、チオイソシアナートの効率的合成 

 有機チオイソシアナートの新しい合成法として、水素原子移動を用いる直接的変換手法を開発し

た。本手法を用いることにより、様々な有機チオイソシアナートの効率的合成が可能となった。2) 
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